
分類 主題 
学習目的・ 
到達目標 

想定される 
テーマの例 

高等学校学習指導要領（解説） 
（該当部分の抜粋） 

関連のある 
ワークシート案 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

社会保障の
学習の前段 

社会につい
て 

・社会の多面的理解 
・様々な社会の構成員であるこ
との認識・自覚 

 
 
・社会保障の基盤としての社会
の理解 

・公的部門・公共サービスの必
要性の理解 

・社会とは 
・日本社会とは 
 
 
 
・他の国々の営む社会 
・望ましい社会・幸せな社会とは 
 

・現代の経済社会の変容に触れながら、市場経済の機能と限界、政府
の役割と財政・租税、（中略）について理解を深めさせ、経済成長や景気
変動と国民福祉の向上の関連について考察させる【現代社会】 
 
・市場経済の中での政府の役割は、国民生活の向上と福祉の充実のた
めに、民間部門では十分には供給することの難しい財やサービスを提供
する役割があること、また所得再分配や経済の安定化を図る役割があ
ることを、近年の経済の動向を踏まえて考察させるとともに、租税を中心
とした公的負担の意義と必要性について理解を深めさせる。その際、納
税が国民の義務であることを理解させるとともに、税金がどのように使わ
れどのようなサービスを受けているかなどについて納税者としての立場
から関心をもつことが大切であることを理解させる【現代社会・解説】 
 
・財政政策が、資源配分の調整、所得や資産の再分配、経済の安定化
を行って国民福祉の向上に寄与する目的で行われていることに気づか
せる【政治経済・解説】 

○ ○ ○ 

社会保障の
学習の前段 

人生につい
て 

・自立・自助の原則の理解 
・共助・公助の意義の理解 
 
 
 
・様々な困難が自らの人生に
起こりうることを認識 

・人生とは 
・子どもと大人の違いとは 
・「老い」とは 
 
 
・自分が描く人生と「リスク」 
 
 

・人の一生と家族・家庭及び福祉 
 （中略）高齢者の自立生活を支えるために家族や地域及び社会の果た

す役割について認識させる【家庭基礎・家庭総合】 
 
・高齢者や障害のある人々など様々な人々が共に支え合って生きること

の重要性を認識し、…【家庭総合】 
 
・幼児期から高齢期までの人の一生を見通して、家庭や地域の生活課

題を主体的に解決し、よりよい生活を創造するためには、各ライフス
テージにどのような福祉や社会的支援が必要かについて理解させる
【家庭基礎・解説】 

 
・乳幼児期から青年期、壮年期、高齢期までの生活を外部から支える

様々な社会的支援の概要を理解させる【家庭基礎・解説】 

○ ○ 

社会保障
（全般） 

社会保障
の理念につ
いて 

・社会保障が自らの生活・人生
に密着した制度であることの
理解 

・共助・公助の意義の理解 
 
・社会保障制度の様々な役割・
機能の理解 

・私たちの生活と社会保障の関わ
り 

 
 
・社会保障の歴史 
・社会保障の役割と機能 

・「社会保障」については、疾病や出産、障害、加齢など様々な原因によ
り発生する経済的な不安を取り除くなどして生活の安定を図り、人間
として生活が保障される社会保障制度の意義や役割を理解させる【現
代社会・解説】 

○ ○ ○ ○ ○ 
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分類 主題 
学習目的・ 
到達目標 

想定される 
テーマの例 

高等学校学習指導要領（解説）上
の記述 

関連のある 
ワークシート案 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

社会保障
（各論） 

社会保障
の種類と概
要について 

・社会保障の全体像の理解 
・社会保障の各制度の概要・機
能の理解 

・子ども期の社会保障 
・医療 
・雇用・労災・就労支援 
・介護 
・年金 

・乳幼児期から青年期、壮年期、高齢期までの生活を外部から支える
様々な社会的支援の概要を理解させる【家庭基礎・解説】 

 

○ ○ ○ 

社会保障 
（各論） 

社会保障
の課題に
ついて 

・現代の社会保障制度が直面
する課題の認識 

・社会経済情勢の変化 
・給付と負担の現状 
・社会保障と財政 

・「社会保障」については、（中略）現状と課題などを、医療、介護、年金
などの保険制度においてみられる諸課題を通して理解させる。 

  またその際、少子高齢化や、財政との関連、保険料の負担などとの
関係について考察させる。【現代社会・解説】 

 
・限られた財源をいかに配分すれば国民福祉が向上するかを考察させ、
適切な財政運営が重要な課題であることに気づかせる【政治経済・解
説】 

 
・「少子高齢化と社会保障」については、日本が少子高齢社会を迎えて、
労働力需給や経済成長など国民経済にも大きな影響が出ていること、
医療や年金など社会保障費の財政負担の増大も大きな問題となって
いることなどを、日本の社会保障制度の歩みや特色などに触れなが
ら理解させる。このような理解の上に立って、少子高齢社会における
社会保障のあり方について、政府主導による福祉の考え方と、国民
の自助努力による福祉の考え方とを対照させ、真に豊かで福祉社会
の実現という視点から探究させる。例えば、少子高齢社会に伴う問題
点を家族、介護、雇用、年金、医療など様々な面から調べさせ、その
解決のための方法について探究させることが考えられる。また、少子
高齢化が進む諸外国の現状と課題などについて調べさせ、日本のこ
れからの福祉のあり方について探究させることなども考えられる【政
治経済・解説】 

 

○ ○ 

社会保障 
（各論） 

各国の制
度につい
て 

・各国の社会背景と社会保障
制度の特徴の把握 

・各国の社会保障制度の概要と
課題 

・各国の社会保障支出と国民負
担率、債務残高 

・少子高齢化が進む諸外国の現状と課題などについて調べさせ、日本
のこれからの福祉のあり方について探究させることなども考えられる 

  【政治経済・解説】 

 
 
 
 

社会保障 
（各論） 

社会保障
に対する
正確な理
解につい
て 

・社会保障における負担と受
益に関する世代間格差につ
いての視点の認識 

 
 

・世代間格差は不公平か 
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